
57

【
第
四
三
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

危
機
言
語
の
口
承
文
芸
】

口
承
文
芸
の
テ
キ
ス
ト
と
文
法
注
釈

―
琉
球
語
の
場
合
―

西　

岡　
　

敏

一　

は
じ
め
に

琉
球
列
島
の
言
語
（
琉
球
語
）
が
消
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
か
ら
久
し
い
。
琉
球
語
は
、
日
本
語
と
は
姉
妹
語
と
の
関
係
に
あ
る

が
、
日
本
語
と
通
じ
合
わ
な
い
ほ
ど
異
な
っ
て
い
る
言
語
で
あ
る
。
近
代

以
降
、
琉
球
語
は
そ
れ
ま
で
の
使
用
価
値
を
低
下
さ
せ
、
琉
球
語
か
ら
日

本
語
へ
の
移
行
が
急
速
に
進
ん
で
き
た
。
一
方
で
、
そ
の
「
危
機
言
語
」

で
あ
る
琉
球
語
に
独
自
の
価
値
を
認
め
、
研
究
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
人
々

が
琉
球
語
の
記
録
を
試
み
て
き
た
。
ま
た
、
琉
球
語
に
も
豊
か
な
口
承
文

芸
が
あ
り
、
そ
の
口
承
文
芸
の
総
体
的
な
記
録
も
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
っ

た
。口

承
文
芸
の
記
録
も
、
初
期
の
段
階
で
は
、
ノ
ー
ト
に
筆
記
記
録
す
る

こ
と
の
み
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
約
五
十
年
は
録
音
録
画
技
術
の
発
達
に
よ

り
、実
際
の
音
声
や
身
振
り
な
ど
も
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
現
段
階
に
お
け
る
口
承
文
芸
の
記
録
法
を
差
し
当
た
り
、
次
の

よ
う
に
分
類
し
て
お
く
。

一
次
的
資
料
…
…
音
声
（
映
像
）
資
料
そ
れ
自
体

二
次
的
資
料
…
…
音
声
を
文
字
化
し
た
テ
キ
ス
ト

一
次
的
資
料
は
、
そ
の
リ
ア
ル
な
再
現
性
に
お
い
て
重
要
な
価
値
を
持

つ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
ら
資
料
を
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
デ

ジ
タ
ル
媒
体
に
焼
き
付
け
て
出
版
さ
れ
る
機
会
も
増
え
て
い
る
。

二
次
的
資
料
は
、
一
次
的
資
料
の
内
容
（
中
身
）
を
伝
え
る
も
の
と
し

て
存
在
し
て
い
る
。
音
声
と
し
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
を
何
ら
か
の
形
で
文

字
化
（
記
号
化
）
し
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
「
テ
キ
ス
ト
」
と
し
て
定
着
さ

せ
、
提
示
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
琉
球
語
の
場
合
、
そ
の
「
テ
キ
ス

ト
」
自
体
は
、
多
く
の
読
み
手
で
あ
る
日
本
語
話
者
に
は
ほ
と
ん
ど
分
か

ら
な
い
の
で
、
何
ら
か
の
解
説
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
多
く
の
場
合
は
、

和
訳
（
日
本
語
訳
）
と
い
う
手
段
が
採
ら
れ
る
。
琉
球
語
が
分
か
ら
な
い

人
で
も
、
そ
れ
が
分
か
る
よ
う
な
形
で
（
日
本
語
話
者
に
限
る
が
）
提
示

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
沖
縄
の
わ
ら
べ
う
た
（
童
歌
）
と
し
て
知

ら
れ
る
「
て
ぃ
ん
さ
ぐ
ぬ
花
」
を
例
に
と
る
と
、
実
際
の
歌
そ
の
も
の
が

一
次
的
資
料
と
し
て
録
音
・
録
画
さ
れ
、
そ
れ
が
二
次
的
資
料
と
し
て
次

に
よ
う
に
文
字
に
記
録
さ
れ
る）

1
（

。
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テ
ィ
ン
サ
グ
ヌ　

ハ
ナ
ヤ 

ほ
う
せ
ん
か
の
花
は（
マ
ニ
キ
ュ
ア
と
し
て
）

チ
ミ
サ
チ
ニ　

ス
ミ
テ
ィ 

爪
に
染
め
て
、

ウ
ヤ
ヌ　

ユ
シ
グ
ト
ゥ
ヤ 

親
か
ら
の
教
訓
は

チ
ム
ニ　

ス
ミ
リ 

心
に
染
め
な
さ
い
。

琉
球
語
の
テ
キ
ス
ト
に
対
訳
が
付
け
ら
れ
、
だ
い
た
い
の
意
味
が
分
か

る
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
テ
キ
ス
ト
は
仮
に
「
カ
タ
カ
ナ
」
で
書
か

れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
カ
タ
カ
ナ
」
表
記
だ
け
が
テ
キ
ス
ト
の
記
録
に
限

ら
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。「
ひ
ら
が
な
」「
漢
字
仮
名
交
じ
り
」

「
音
声
記
号
」、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
あ
る
。
現
在
で
は
、
お
も
に
、
こ

の
二
次
的
資
料
に
基
づ
き
、
さ
ら
な
る
研
究
や
教
育
活
動
に
応
用
さ
れ
て

い
く
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
琉
球
語
の
口
承
文
芸
テ
キ

ス
ト
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
二
次
的
資
料
が
は
ら
ん
で
き
た
問
題
点
と
そ
れ

ら
を
ど
う
精
緻
に
構
築
し
て
く
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、文
法
注
釈
（
グ

ロ
ス
）
を
付
す
こ
と
を
含
め
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

二　

琉
球
語
の
口
承
文
芸
テ
キ
ス
ト

こ
れ
ま
で
数
多
く
の
琉
球
語
に
よ
る
口
承
文
芸
の
テ
キ
ス
ト
を
集
め
た

も
の
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
一
つ
を
細
か
く
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
網
羅
的
に
集
成
さ
れ
た
も
の
を
挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う
な
刊
行
物

が
あ
る
。

① 

『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
十
一
巻
南
島
芸
能
（
一
九
七
五
年
）、

お
よ
び
、第
十
九
巻
南
島
古
謡
（
一
九
七
一
年
）、芸
能
史
研
究
会
﹇
編
﹈、

三
一
書
房
。

② 

沖
縄
国
際
大
学
口
承
文
芸
研
究
会 

・ 

沖
縄
民
話
の
会
・
沖
縄
伝
承
話
資

料
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
沖
縄
県
内
各
市
町
村
誌
ほ
か
（
一
九
七
三
年
〜
）。

遠
藤
庄
治
他
﹇
編
﹈。

③ 

『
南
島
歌
謡
大
成
』（
一
九
七
八
年
〜
一
九
八
〇
年
）　

外
間
守
善
他

﹇
編
﹈、
角
川
書
店
。

④ 

『
南
島
昔
話
叢
書
』（
一
九
八
三
年
〜
一
九
九
一
年
）　

福
田
晃
他
﹇
編
﹈、

同
朋
舎
出
版
。

⑤ 

『
日
本
民
謡
大
観
（
沖
縄
・
奄
美
）』（
一
九
八
九
年
〜
一
九
九
三
年
）　

（
東
京
芸
術
大
学
民
族
音
楽
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
法
政
大
学
大
学
院
外
間
守
善

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）　

日
本
放
送
協
会
﹇
編
﹈、
日
本
放
送
出
版
協
会
。

こ
れ
ら
琉
球
語
の
口
承
文
芸
の
テ
キ
ス
ト
は
、「
原
テ
キ
ス
ト
」
な
い
し

は
「
方
言
原
話
」
に
和
訳
（
日
本
語
訳
）
が
付
さ
れ
る
形
を
採
っ
て
お
り
、

琉
球
語
に
よ
る
言
語
作
品
の
基
礎
資
料
と
し
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
歌
謡
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
た

①
③
⑤
は
、
言
語
の
単
位
に
お
け
る
「
句
」
も
意
識
さ
れ
、「
句
」
ご
と
に

改
行
さ
れ
て
整
理
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
⑤
は
「
沖
縄
語
音
節
分
類

表
）
2
（

」
等
が
見
開
き
で
提
示
さ
れ
、「
方
言
」
の
正
確
な
表
記
も
意
図
さ
れ
て

い
る
。
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三　

表
記
か
ら
み
た
琉
球
語
の
口
承
文
芸
テ
キ
ス
ト

琉
球
語
に
よ
る
口
承
文
芸
は
、
表
記
の
面
で
ど
の
よ
う
に
記
録
・
編
集

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
に
分
け
て
み
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
る
（
Ａ
〜
Ｅ
）。

Ａ　

�

琉
球
語
が
一
部
の
み
の
日
本
語
表
記
（
一
般
の
「
漢
字
仮
名
交
じ
り
」

の
日
本
語
表
記
）

Ａ
の
タ
イ
プ
は
、
純
粋
に
表
記
の
側
面
と
は
言
え
な
い
が
、
初
期
の
琉

球
語
の
口
承
文
芸
の
記
録
の
仕
方
と
し
て
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
先
ず
ふ

れ
て
お
く
。
口
承
文
芸
の
内
容
を
日
本
語
に
翻
訳
し
て
テ
キ
ス
ト
と
し
て

提
示
す
る
方
法
で
あ
る
。
琉
球
語
話
者
自
身
が
日
本
語
（
一
部
、
断
片
的

な
琉
球
語
を
含
む
）
で
語
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
琉
球
語
で
語
っ
た
場
合

で
も
、
そ
の
聞
き
手
（
記
録
者
）
が
読
み
手
に
分
か
り
や
す
い
日
本
語
に

翻
訳
・
編
集
し
て
提
示
す
る
。
結
果
と
し
て
提
示
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
は
、

琉
球
語
は
一
部
の
み
で
、
そ
れ
ら
が
括
弧
書
き
や
注
な
ど
で
説
明
さ
れ
、

後
は
日
本
語
（
共
通
語
）
で
内
容
が
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
、

口
承
文
芸
が
記
録
さ
れ
た
当
時
、
琉
球
語
話
者
も
日
本
語
（
共
通
語
）
と

の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
状
態
が
進
ん
で
お
り
、
し
か
も
、
聞
き
手
（
記
録
者
）

の
理
解
言
語
が
日
本
語
（
共
通
語
）
で
あ
る
か
ら
、
琉
球
語
に
よ
る
記
録

は
さ
て
お
い
て
、
日
本
語
（
共
通
語
）
で
記
録
・
編
集
さ
れ
る
こ
と
も
多

か
っ
た
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
の
中
で
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
琉
球
語
は
、

そ
の
ま
ま
提
示
さ
れ
、
そ
の
意
味
を
示
す
た
め
に
括
弧
書
き
や
注
が
施
さ

れ
た
。

Ｂ　

琉
球
語
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
表
記

日
本
語
（
共
通
語
）
の
表
記
に
倣
い
、
琉
球
語
に
よ
る
口
承
文
芸
テ
キ

ス
ト
で
も
漢
字
仮
名
交
じ
り
表
記
で
記
録
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、

こ
の
表
記
に
は
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
あ
る
。

1
． 

漢
字
の
読
み
を
示
す
た
め
に
ル
ビ
が
必
要
（
琉
球
語
の
当
て
漢
字
が

日
本
語
の
読
み
と
は
異
な
る
た
め
）。

2
． 

長
音
が
さ
れ
る
と
き
、「
ー
」（
長
音
記
号
）
の
場
合
と
、
日
本
語
表

記
に
倣
っ
た
「
う
」「
い
」
等
を
添
え
る
場
合
と
が
混
在
す
る
（
記
録

者
が
統
一
的
な
表
記
に
無
頓
着
で
あ
る
）。

3
． 

琉
球
語
特
有
の
発
音
が
統
一
的
に
表
記
さ
れ
な
い
（
例
え
ば
、
北
琉

球
語
で
言
う
と
、
声
門
閉
鎖
音glottal stop

を
含
む
音
な
ど
）。

4
．「
分
か
ち
書
き
」
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。

4
番
目
に
挙
げ
た
「
分
か
ち
書
き
」
の
無
し
に
つ
い
て
は
、日
本
語
（
共

通
語
）
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
表
記
を
思
い
起
こ
す
必
要
が
あ
る
。
日
本
語

（
共
通
語
）
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
表
記
で
は
、
句
読
点
は
施
さ
れ
る
が
、「
分

か
ち
書
き
」
は
必
要
と
さ
れ
な
い
。
日
本
語
（
共
通
語
）
で
は
、
い
わ
ゆ

る
「
自
立
語
＋
付
属
語
」
が
「
漢
字
＋
か
な
」
に
な
る
こ
と
が
多
く
、「
分

か
ち
」
が
な
く
て
も
、
い
わ
ゆ
る
「
文
節
」
や
「
単
語
」
の
境
界
が
文
字

の
違
い
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
や
す
い
。
琉
球
語
の
テ
キ
ス
ト
を
文
字
に
起

こ
す
際
に
も
、
日
本
語
（
共
通
語
）
に
倣
っ
た
表
記
が
採
ら
れ
れ
ば
、
句
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読
点
は
付
い
て
い
て
も
、「
文
節
」
あ
る
い
は
「
単
語
」
ご
と
の
「
分
か
ち

書
き
」
は
な
さ
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
の
こ
と
は
次
の
仮
名
表
記
と
の

対
比
の
点
で
も
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
最
初
に
テ
キ
ス
ト
例
と
し
て

挙
げ
た
「
て
ぃ
ん
さ
ぐ
ぬ
花
」
は
、
仮
に
次
の
上
段
の
よ
う
に
「
空
白
無

し
」
の
漢
字
仮
名
交
じ
り
表
記
で
も
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
参
考
と
し
て
、

「
空
白
無
し
」
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
も
掲
げ
る
（
こ
ち
ら
は
非
常
に
読
み
に
く

く
感
じ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
）。

飛て
ぃ

ん
砂さ
ぐ

ぬ
花は
な

や 

テ
ィ
ン
サ
グ
ヌ
ハ
ナ
ヤ

爪ち
み

先さ
ち

に
染す

み
て
ぃ 

チ
ミ
サ
チ
ニ
ス
ミ
テ
ィ

親う
や

ぬ
教ゆ

し
言
ぐ
と
ぅや 

ウ
ヤ
ヌ
ユ
シ
グ
ト
ゥ
ヤ

肝ち
む

に
染す

み
り 

チ
ム
ニ
ス
ミ
リ

な
お
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
表
記
で
も
、「
分
か
ち
書
き
」
は
可
能
で
あ
る
。

飛て
ぃ

ん
砂さ
ぐ

ぬ　

花は
な

や 

テ
ィ
ン
サ
グ
ヌ　

ハ
ナ
ヤ

爪ち
み

先さ
ち

に　

染す

み
て
ぃ 

チ
ミ
サ
チ
ニ　

ス
ミ
テ
ィ

親う
や

ぬ　

教ゆ

し
言
ぐ
と
ぅや 

ウ
ヤ
ヌ　

ユ
シ
グ
ト
ゥ
ヤ

肝ち
む
に　

染す

み
り 

チ
ム
ニ　

ス
ミ
リ

「
漢
字
仮
名
交
じ
り
表
記
」
で
は
、
多
く
の
記
録
が
「
分
か
ち
書
き
」
無

し
の
「
漢
字
仮
名
交
じ
り
表
記
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
漢
字
仮
名
交
じ
り

表
記
（
ル
ビ
付
き
）
＋
分
か
ち
書
き
」
が
稀
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

沖
縄
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
組
踊
の
詞
章
を
テ
キ
ス
ト
化
し
た
波
照
間
永

吉
・
西
岡
敏
（
二
〇
〇
四
）
で
は）

3
（

、「
漢
字
仮
名
交
じ
り
表
記
」
に
ル
ビ
を

振
る
形
で
、
漢
字
の
み
な
ら
ず
、
仮
名
に
ま
で
、「
カ
タ
カ
ナ
」
の
発
音
の

読
み
を
付
し
て
い
る
（
漢
字
の
み
の
「
ル
ビ
」
で
は
な
い
の
で
、「
ル
ビ
」

と
い
う
よ
り
は
全
体
の
「
発
音
」
を
「
カ
タ
カ
ナ
」
で
示
し
た
と
言
っ
た

ほ
う
が
よ
い
）。
さ
ら
に
、
お
も
に
文
節
ご
と
の
「
空
白
」
も
示
さ
れ
、「
空

白
」
の
レ
ベ
ル
も
「
全
角
ア
キ
」
と
「
半
角
ア
キ
」
の
二
段
階
に
分
け
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
「
凡
例
」
で
は
、「
基
本
的
に
は
文
節
単
位
で
全
角
ア
キ

で
区
切
り
を
行
っ
た
。
た
だ
し
、
琉
球
語
独
特
の
付
属
語
（
助
詞
・
助
動

詞
な
ど
）
が
付
く
と
き
に
は
半
角
ア
キ
に
し
た
。」（
二
八
六
頁
）
と
テ
キ

ス
ト
編
集
の
方
針
が
示
さ
れ
て
い
る
。
次
の
例
で
は
、「
日
撰
」
の
前
は

「
全
角
ア
キ
」
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
の
「
や
こ
と
」
の
前
は
「
半
角

ア
キ
」
で
あ
る
。
断
定
の
助
動
詞
「
や
ん
」
が
付
く
と
き
に
は
「
半
角
ア

キ
」
に
す
る
と
い
う
方
針
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

よユ

かカ

るル　

日フ
ィ

撰ユ
イ 

やヤ

こク

とト
ゥ 

吉
き
日
で
あ
る
か
ら

まマ

さサ

るル　

日フ
ィ

撰ユ
イ 

やヤ

こク

とト
ゥ 

勝
る
日
で
あ
る
か
ら）

4
（

　
　
→
　
　
→

全
角
ア
キ　

半
角
ア
キ

Ｃ　

琉
球
語
の
仮
名
表
記

漢
字
は
、
意
味
を
伝
え
る
文
字
（
表
意
文
字
・
表
語
文
字
）
で
あ
る
た

め
に
、
読
み
が
一
定
に
定
ま
ら
な
い
と
い
う
難
点
が
あ
る
。
ま
た
、
琉
球

語
で
は
、
記
録
者
に
よ
っ
て
独
特
の
漢
字
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、
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そ
の
「
当
て
漢
字
」
の
正
当
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。
例
と
し
て

出
し
た
「
て
ぃ
ん
さ
ぐ
ぬ
花
」
に
は
、
今
回
、
テ
ィ
ン
サ
グ
↓
【
飛
ん
砂
】、

ユ
シ
グ
ト
ゥ
↓
【
教
し
言
】
と
い
う
独
特
の
「
当
て
漢
字
」
を
用
い
て
い

る
が
、
テ
ィ
ン
サ
グ
が
「
と
び
さ
ご
」【
飛
び
砂
】（
実
に
触
る
と
種
が
弾

け
飛
ぶ
こ
と
か
ら
）、
ユ
シ
グ
ト
ゥ
の
ユ
シ
が
「
お
し
え
る
」【
教
え
る
】

と
い
う
語
源
意
識
に
基
づ
く
無
理
矢
理
の
「
当
て
漢
字
」
で
あ
る）

5
（

。
一
般

に
は
、「
テ
ィ
ン
サ
グ
」
は
そ
の
ま
ま
「
て
ぃ
ん
さ
ぐ
」、「
ユ
シ
グ
ト
ゥ
」

は
「
ゆ
し
ぐ
と
ぅ
」「
寄
し
言
」
と
仮
名
あ
る
い
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
で
書

か
れ
る
こ
と
が
多
い
で
あ
ろ
う）

6
（

。

こ
う
し
た
漢
字
に
ま
つ
わ
る
読
み
の
不
明
あ
る
い
は
揺
れ
を
避
け
る
た

め
に
、
琉
球
語
テ
キ
ス
ト
を
す
べ
て
仮
名
で
表
記
す
る
方
法
も
採
ら
れ
て

き
た
。
そ
の
際
、
仮
名
表
記
で
は
、
文
節
あ
る
い
は
単
語
の
区
切
れ
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
、「
分
か
ち
書
き
」
が
採
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。

テ
ィ
ン
サ
グ
ヌ
ハ
ナ
ヤ 

テ
ィ
ン
サ
グ
ヌ　

ハ
ナ
ヤ 

テ
ィ
ン
サ
グ 
ヌ　

ハ
ナ 

ヤ

チ
ミ
サ
チ
ニ
ス
ミ
テ
ィ 

チ
ミ
サ
チ
ニ　

ス
ミ
テ
ィ 

チ
ミ
サ
チ 

ニ　

ス
ミ
テ
ィ

ウ
ヤ
ヌ
ユ
シ
グ
ト
ゥ
ヤ 

ウ
ヤ 

ヌ　
ユ
シ
グ
ト
ゥ
ヤ 

ウ
ヤ 

ヌ　

ユ
シ
グ
ト
ゥ 
ヤ

チ
ム
ニ
ス
ミ
リ 

チ
ム 

ニ　

ス
ミ
リ 

チ
ム 

ニ　

ス
ミ
リ

ま
と
ま
り
が
不
明　
　

 

↓ 

文
節
「
分
か
ち
書
き
」　

↓ 

単
語
「
分
か
ち
書
き
」

例
示
し
た
単
語
「
分
か
ち
書
き
」
で
は
、
文
節
ご
と
の
区
切
り
は
「
全

角
ア
キ
」
で
、
名
詞
と
助
詞
の
間
は
「
半
角
ア
キ
」
に
し
て
あ
る
。

琉
球
語
の
口
承
文
芸
に
お
け
る
仮
名
表
記
の
「
分
か
ち
書
き
」
の
中
で
、

語
構
成
の
レ
ベ
ル
を
細
や
か
に
捉
え
、
八
重
山
語
の
語
句
の
「
全
角
ア
キ
」

「
半
角
ア
キ
」
を
施
し
て
い
る
の
が
、「
校
閲
」「
注
作
成
」「
語
句
の
区
切

り
」
を
波
照
間
永
吉
が
担
当
し
て
い
る
『
白
保
の
民
話
１
』（
二
〇
一
八
）、

『
白
保
の
民
話
2
』（
二
〇
一
八
）、『
真
栄
里
の
民
話
』（
二
〇
一
九
）
で
あ

る
）
7
（

。
最
新
版
の
『
真
栄
里
の
民
話
』
に
あ
る
「
語
句
の
区
切
り
に
つ
い
て
」

（
七
〇
〜
七
一
頁
）
に
お
い
て
、「
全
角
ア
キ
」
と
「
半
角
ア
キ
」
の
違
い

は
次
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
て
い
る
。

全
角
ア
キ　

1
． 

文
節
の
間
（
例
：
ア
ル　

ト
ゥ
ク
ル
﹇
あ
る
と
こ
ろ
﹈、

連
体
詞
＋
名
詞
の
場
合
も
）

　
　
　
　

2
． 

サ
変
動
詞
の
名
詞
と
「
す
る
」
の
間

　
　
　
　
　
　
（
例
：
シ
ュ
バ　

シ 

ド
ゥ
﹇
心
配
し
て
ぞ
﹈）

　
　
　
　

3
．
畳
語
（
例
：
ネ
ー
ル　

コ
ー
ル
﹇
た
び
た
び
﹈）

半
角
ア
キ　

1
．
名
詞
と
助
詞
の
間
（
例
：
イ
バ
ル
マ 

ト
ゥ
﹇
伊
原
間
と
﹈）

　
　
　
　

2
．
複
合
語
の
要
素
間
（
例
：
バ
ン
ソ
ン 

ガ
ニ
﹇
番
匠
金
﹈）

　
　
　
　

3
． 

接
頭
語
・
接
尾
語
の
付
与
（
例
：
ア
イ
ナ 

マ
﹇
嫁
っ
こ
﹈）

　
　
　
　

4
． 

補
助
動
詞
・
補
助
形
容
詞
の
付
与

　
　
　
　
　
　
（
例
：
ト
ゥ
リ 

ヒ
ョ
ー
リ
﹇
取
っ
て
下
さ
い
﹈）

　
　
　
　
5
． 

同
語
反
復
の
強
調
句
（
例
：
マ
サ
ー 

マ
サ
ー﹇
ま
さ
し
く
﹈）

　
　
　
　

6
． 
打
消
し
の
助
動
詞
（
例
：
イ
ル 

ン
﹇
入
れ
な
い
﹈）
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7
． 

自
立
語
が
付
属
語
的
に
な
っ
た
も
の

　
　
　
　
　
　
（
例
：
ア
ン 

ケ
ン 

ド
ゥ
﹇
そ
れ
で
﹈）

　
　
　
　

8
． 

動
詞
類
と
接
続
助
詞
の
間
（
但
し
例
外
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
（
例
：
ハ
ジ 

ヤ
リ 

キ
﹇
は
ず
だ
か
ら
﹈）

「
フ
ァ
ー 

ヌ 
メ
ー
」（
子
ど
も
た
ち
）
な
ど
は
、「
名
詞
＋
助
詞
＋
接
尾
語
」

と
い
う
語
構
成
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
要
素
も
「
半
角
ア
キ
」
で
区
切
ら
れ
る
。

Ｄ　

仮
名
表
記
（
分
か
ち
書
き
）
と
音
声
（
音
韻
）
表
記
の
対
応

言
語
学
や
音
声
学
の
専
門
的
な
知
識
に
よ
っ
て
口
承
文
芸
テ
キ
ス
ト
が

音
声
（
音
韻
）
記
号
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
音
声
（
音
韻
）

記
号
は
、
英
字
記
号
を
基
本
と
す
る
の
で
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
自
ず
と
「
分

か
ち
書
き
」
と
な
る
。
そ
の
音
声
（
音
韻
）
記
号
に
対
し
て
、
体
系
的
に

対
応
す
る
仮
名
表
記
（
分
か
ち
書
き
）
が
添
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ

の
仮
名
表
記
は
、
専
門
家
だ
け
で
は
な
く
、
テ
キ
ス
ト
を
提
供
し
た
語
り

手
（
日
本
語
の
リ
テ
ラ
シ
ー
保
持
者
）
た
ち
に
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
配

慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
琉
球
語
の
正
書
法
の
議
論
に
も
繋
が
る
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。「
て
ぃ
ん
さ
ぐ
ぬ
花
」
を
『
沖
縄
語
辞
典
』
の
音
韻
表
記
）
8
（

と

仮
名
表
記
（
体
系
が
意
識
さ
れ
た
も
の
）
の
双
方
で
表
記
す
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
。/ ʔ / 

は
声
門
閉
鎖
音
の
記
号
、/ ’ /

は
語
頭
を
柔
ら
か
に
発
声

し
始
め
る
記
号
で
、
首
里
方
言
（
沖
縄
中
南
部
）
で
は
互
い
を
区
別
す
る

よ
う
な
音
の
違
い
（
音
韻
的
対
立
）
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

tiN
sagunu  hanaja 

テ
ィ
ン
サ
グ
ヌ　

ハ
ナ

cim
isacini  sum

iti 

チ
ミ
サ
チ
ニ　

ス
ミ
テ
ィ

ʔujanu  ’jusigutuja 

ウ
ヤ
ヌ　

ユ
シ
グ
ト
ゥ
ヤ

cim
uni  sum

iri 

チ
ム
ニ　

ス
ミ
リ

Ｅ　

音
声
（
音
韻
）
表
記
と
文
法
注
釈
の
付
与

「
分
か
ち
書
き
」
の
と
き
、
空
白
を
ど
こ
で
開
け
る
か
（
更
に
は
ど
の
程

度
開
け
る
か
）
が
問
題
と
な
る
が
、
空
白
で
区
切
ら
れ
た
要
素
自
体
の
扱
い

も
問
題
と
な
る
。
言
語
学
で
は
テ
キ
ス
ト
に
対
し
て
、
音
声
（
音
韻
）
記
号

に
よ
る
記
録
を
与
え
る
だ
け
で
は
な
く
、「
分
か
ち
書
き
」
よ
り
も
更
に
深

い
レ
ベ
ル
の
区
切
り
と
区
切
ら
れ
た
部
分
の
簡
単
な
注
釈
を
横
書
き
の
テ
キ

ス
ト
の
下
に
施
す
。
こ
の
注
釈
が
、
グ
ロ
ス
（
文
法
注
釈
）
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
あ
る
。
音
韻
記
号
に
文
法
注
釈
（
グ
ロ
ス
）
の
付
い
た
例
を
「
て
ぃ
ん

さ
ぐ
ぬ
花
」
で
以
下
に
掲
げ
る
。
上
が
日
本
語
と
の
対
応
を
考
慮
し
た
も
の
、

下
が
文
法
的
な
機
能
を
示
す
要
素
を
略
号
化
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

=G
EN

は
属
格
助
詞
、=TO

P

は
提
題
助
詞
、=D

AT

は
与
格
助
詞
、

-SEQ

は
継
起
接
辞
、-IM

P

は
命
令
接
辞
を
略
号
化
し
て
示
し
て
い
る
。

tiN
sagu= nu 

hana= ja 
tiN

sagu= nu 
hana= ja

鳳
仙
花

=
の

 
花

=
は

 
鳳
仙
花

=G
EN

 
花

=TO
P

cim
i+ saci= n 

sum
i-ti 

cim
i+ saci= ni 

sum
i-ti

爪
+
先

=
に

 
染
め

―て
 

爪
+
先

=D
AT 

染
め
る

―SEQ
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ʔuja= nu 
’jusigutu= ja 

ʔuja= nu 
’jusigutu= ja

親
=
の

 
教
訓

=
は

 
親

=G
EN

 
教
訓

=TO
P

cim
u= n 

 sum
ir-i 

cim
u= ni 

sum
ir-i

肝
=
に

 
染
め

―ろ
 

肝
に

 
染
め
る

―IM
P

四　
「
縦
書
き
」
か
「
横
書
き
」
か

ス
タ
イ
ル
の
問
題
と
し
て
片
付
け
ら
れ
が
ち
だ
が
、
現
在
の
日
本
語
に

は
、
古
く
か
ら
の
「
縦
書
き
」
の
様
式
と
新
し
い
「
横
書
き
」
の
様
式
が

あ
り
、
そ
れ
ら
表
記
が
混
在
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。「
縦
書
き
」
テ
キ
ス

ト
は
、
伝
統
的
な
日
本
語
（
更
に
は
東
ア
ジ
ア
の
言
語
）
の
表
記
法
で
あ

り
、
日
本
語
や
中
国
語
の
古
典
で
あ
る
古
文
や
漢
文
も
「
縦
書
き
」
で
、

日
本
語
に
よ
る
多
く
の
新
聞
も
今
日
ま
で
「
縦
書
き
」
で
書
か
れ
て
い
る
。

「
横
書
き
テ
キ
ス
ト
」
は
、
近
代
以
降
の
西
欧
的
表
記
法
で
、
漢
字
文
化
圏

の
言
語
で
も
現
在
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。
音
楽
の
五
線
譜
や
数
科
学
の
記
号

な
ど
、
西
欧
的
記
譜
法
と
の
共
存
を
図
る
た
め
、
日
本
語
で
も
採
り
入
れ

ら
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
こ
こ
で
考
え
て
み
た
い
の
は
「
縦
書
き
」「
横

書
き
」
と
文
法
注
釈
（
グ
ロ
ス
）
と
の
関
係
で
あ
る
。

日
本
の
国
語
教
育
の
現
場
で
は
「
縦
書
き
」
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
古

文
や
漢
文
な
ど
の
日
本
古
典
文
学
で
は
（
あ
る
い
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は

現
代
文
学
で
も
）「
縦
書
き
」
用
の
文
法
注
釈
（
グ
ロ
ス
）
が
付
け
ら
れ
て

い
る
（
高
校
の
参
考
書
な
ど
）。
こ
の
こ
と
が
可
能
な
の
は
、
橋
本
進
吉
文

法
を
基
盤
と
し
た
学
校
文
法
が
仮
名
文
字
（
音
節
文
字
）
を
基
盤
と
し
て

構
築
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
動
詞
の
活
用
は
、
書
か
な
い
、

書
き
ま
す
、
書
く
、
書
け
ば
、
書
こ
う
、
と
い
っ
た
「
カ
行
五
段
」
の
活

用
と
説
明
さ
れ
、
子
音
語
幹kak- 

に
語
尾
が
加
わ
る
形
と
は
説
明
さ
れ
な

い
。
と
い
う
よ
り
は
、
そ
も
そ
も
日
本
語
が
仮
名
文
字
と
い
う
純
粋
の
音

節
文
字
で
表
記
さ
れ
る
た
め
に
、
仮
名
文
字
に
よ
っ
て
は
子
音
終
わ
り
の

要
素
で
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
見
方
に
よ
れ
ば
、
学
校

文
法
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
母
音
終
わ
り
の
要
素
を
主
要
な
単
位
と
し
、「
縦
書

き
」
へ
の
文
法
注
釈
を
可
能
に
し
た
文
法
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
、
琉
球
語
に
お
け
る
「
縦
書
き
」「
横
書
き
」
の
関
係
を
考
え
て
み

た
い
。
琉
球
語
も
、
他
の
東
ア
ジ
ア
の
国
々
の
文
字
表
記
と
同
じ
く
、「
縦

書
き
」
の
伝
統
の
中
に
あ
っ
た
。
琉
球
古
典
文
学
で
あ
る
「
お
も
ろ
さ
う

し
」
も
「
琉
歌
集
」
も
「
組
踊
」
の
台
本
も
み
な
「
縦
書
き
」
で
あ
る
。

二
節
で
挙
げ
た
口
承
文
芸
の
テ
キ
ス
ト
集
も
、
⑤
を
除
い
て
み
な
「
縦
書

き
」
で
あ
る
。
⑤
は
「
横
書
き
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
音
楽
の
五
線
譜

を
含
む
本
で
あ
る
と
い
う
理
由
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
文
法
注
釈
の
付
い
た
琉
球
語
の
テ
キ
ス
ト
は
、
文
法

注
釈
が
付
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
の
絶
対
数
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
と
い
う
こ
と

も
あ
る
が
、「
横
書
き
」
が
専
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
琉
球
語
で
も
「
縦
書

き
」
テ
キ
ス
ト
へ
の
文
法
注
釈
（
グ
ロ
ス
）
が
、
工
夫
を
す
れ
ば
可
能
で

あ
る
と
考
え
る
。「
て
ぃ
ん
さ
ぐ
ぬ
花
」
に
つ
い
て
、「
縦
書
き
」
テ
キ
ス

ト
に
よ
る
文
法
注
釈
（
グ
ロ
ス
）
を
試
み
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
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◎
日
本
語
と
の
対
応
優
先

テ
ィ
ン
サ
グ=

ヌ 

ハ
ナ=

ヤ

鳳
仙
花=
の 

花=

は

チ
ミ
サ
チ=

ニ 
 

ス
ミ
テ
ィ

爪
先　

=

に 
染
め
て
﹇
ラ
１
・
接
﹈

ウ
ヤ=

ヌ 

ユ
シ
グ
ト
ゥ=

ヤ

親　

= 

の 

教
訓　

 =
は

チ
ム=

ニ 

ス
ミ
リ

心 = 

に 

染
め
ろ
﹇
ラ
１
・
命
﹈

﹇
ラ
１
﹈
は
「
ラ
行
１
型
」
の
動
詞
、﹇
接
﹈
は
動
詞
の
接
続
形
）
9
（

、﹇
命
﹈

は
動
詞
の
命
令
形
の
略
号
で
あ
る
。

◎
文
法
的
機
能
語
の
略
号
化
優
先

テ
ィ
ン
サ
グ=

ヌ 

ハ
ナ=

ヤ

鳳
仙
花=

﹇
属
﹈ 

花
＝
﹇
題
﹈

チ
ミ+

サ
チ=

ニ 

ス
ミ
テ
ィ

爪 

＋ 

先=

﹇
与
﹈ 

染
め
る
﹇
ラ
１
・
接
﹈

ウ
ヤ=

ヌ 

ユ
シ
グ
ト
ゥ=

ヤ

親 =

﹇
属
﹈ 

教
訓=

﹇
題
﹈

チ
ム=

ニ 

ス
ミ
リ

心=

﹇
与
﹈ 

染
め
る
﹇
ラ
１
・
命
﹈

こ
ち
ら
は
助
詞
も
略
号
化
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。﹇
属
﹈
は
属
格
助

詞
、﹇
与
﹈
は
与
格
助
詞
、﹇
題
﹈
は
提
題
助
詞
を
示
す
。

首
里
方
言
を
は
じ
め
と
す
る
沖
縄
語
中
南
部
方
言
は
、
日
本
語
（
共
通

語
）
と
同
じ
く
、
撥
音
「
ン
」
以
外
に
子
音
終
わ
り
の
音
節
が
無
い
。
し

か
し
、
琉
球
語
の
中
に
は
、
子
音
終
わ
り
の
音
節
を
持
つ
方
言
も
あ
り
、

仮
名
（
音
節
）
文
字
と
い
う
制
約
を
考
え
れ
ば
、
そ
も
そ
も
「
縦
書
き
」

に
不
向
き
な
琉
球
語
の
方
言
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

五　

区
切
り
方 

―
空
白
・
ハ
イ
フ
ン
・
ダ
ブ
ル
ハ
イ
フ
ン
―

本
稿
の
琉
球
語
テ
キ
ス
ト
の
グ
ロ
ス
提
示
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
文
節
」

ご
と
に
「
空
白
」
を
開
け
、「
文
節
」
の
中
で
「
単
語
」
に
分
か
れ
る
と
き

は
「
ダ
ブ
ル
ハ
イ
フ
ン
」
を
、
接
辞
（
接
頭
辞
・
接
尾
辞
）
と
解
釈
さ
れ

る
場
合
に
は
「
ハ
イ
フ
ン
」
を
施
し
て
い
る
。
学
校
文
法
の
伝
統
的
な
概

念
に
、
自
立
語
と
付
属
語
が
あ
る
が
、
自
立
語
に
付
属
語
（
助
詞
・
助
動

詞
と
い
う
単
語
）
が
付
く
場
合
に
は
「
ダ
ブ
ル
ハ
イ
フ
ン
」
を
付
け
て
い
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る
。sum

ir-i

（
染
め
ろ
）
な
ど
、「
命
令
形
接
尾
辞-i

」
と
解
釈
す
る
場
合

に
は
単
な
る
「
ハ
イ
フ
ン
」（
シ
ン
グ
ル
ハ
イ
フ
ン
）
に
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
記
号
付
与
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
服
部
四
郎
（
一
九
五
〇
）
の
「
附
属

語
」
と
「
附
属
形
式
）
10
（

」、宮
岡
伯
人
（
二
〇
一
五
）
の
「
接
語
」
と
「
接
辞
」

の
概
念
等
を
精
査
す
べ
き
で
あ
る
が）

11
（

、
自
分
な
り
の
結
論
を
与
え
る
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
下
地
理
則
（
二
〇
一
八
）
で
は）

12
（

、
複
合
語
な
ど

に
「
語
幹
境
界
」
と
い
う
こ
と
で + 

記
号
を
導
入
し
て
お
り
、
本
稿
で
も

「
チ
ミ+

サ
チ
」（
爪
先
）
の
よ
う
な
複
合
語
に
使
用
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
区
切
り
記
号
を
は
じ
め
、
文
法
注
釈
（
グ
ロ
ス
）
は
「
あ
る
程

度
の
統
一
」
が
な
い
と
、
言
語
の
研
究
者
同
士
で
も
混
乱
す
る
。
し
か
し
、

現
実
問
題
と
し
て
、
文
法
注
釈
（
グ
ロ
ス
）
が
言
語
研
究
者
に
よ
っ
て
区

区
で
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
は
単
な
る
研
究
者
同
士
の
意

見
の
相
違
な
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
対
象
の
方
言
固
有
の
特
徴
を
示
す

も
の
な
の
か
、
判
断
が
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
言
語
の
研
究
者
同
士
で

も
「
あ
る
程
度
の
統
一
」（
共
通
認
識
）
が
必
要
で
は
な
い
か
、
と
い
う
議

論
が
起
こ
り
、
狩
俣
繁
久
・
下
地
理
則
・
新
永
悠
人
ら
を
中
心
に
琉
球
諸

語
の
「
グ
ロ
ス
の
研
究
会
」
が
数
年
前
に
立
ち
上
が
り
、
そ
の
後
、
通
言

語
的
な
視
点
に
よ
っ
て
展
開
が
な
さ
れ
て
い
る
（LiTG

aP2020

）。

「
ハ
イ
フ
ン
」
の
付
け
方
（
位
置
）
で
も
研
究
者
同
士
で
差
が
出
る
こ
と

が
あ
る
。
次
は
、
同
時
期
に
出
た
民
話
テ
キ
ス
ト
の
文
法
注
釈
（
グ
ロ
ス
）

で
あ
る
が
、
日
本
語
の
「
〜
す
れ
ば
」（
已
然
形
条
件
形
）
に
対
応
す
る
形

は
、
三
者
三
様
に
「
ハ
イ
フ
ン
」
を
施
し
て
い
る）

13
（

。

ヤ
イ
バ 

く
っ
つ
ぃ
゜
ば 

ヤ
タ
イ
バ

ja-i-ba 
kutts-ïba 

ja-tai-ba
CO

P-TH
M

-CSL 
殺
す

―CO
N

D
 

CO
P-PST.RLS-CSL

Shim
oji

（
二
〇
一
七
） 

重
野
・
白
田
（
二
〇
一
七
） 

西
岡
（
二
〇
一
七
）

伊
良
部
島
長
浜
方
言 

奄
美
大
島
浦
方
言 

宮
古
島
野
原
方
言

同
語
形
で
は
な
い
の
で
分
か
り
に
く
い
が
、
仮
に
語
形
を
「
ヤ
タ
イ
バ
」

と
設
定
し
て
統
一
的
に
考
え
る
な
ら
ば
、Shim

oji

（
二
〇
一
七
）
で
は
、

ja-ta-i-ba

、
重
野
・
白
田
（
二
〇
一
七
）
に
倣
う
付
け
方
で
は
、ja-ta-iba

と
な
り
、
西
岡
（
二
〇
一
七
）
のja-tai-ba 

と
は
異
な
る
「
ハ
イ
フ
ン
」

付
け
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
違
い
の
要
因
は
、
方
言
固
有
の

特
徴
と
い
う
よ
り
は
、
研
究
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
に
依
る
こ
と
の
ほ

う
が
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
は
、
個
人
の
研
究
者
の
中
に
お
い
て
も
、
複
数
の
グ
ロ
ス
の
可

能
性
に
悩
ま
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
西
岡
（
二
〇
一
六
）
で
は）

14
（

、「
ウ
ス
ガ
ナ

シ
ー
メ
ー
ガ
」（
国
王
様
が
）
を
次
の
よ
う
に
グ
ロ
ス
付
与
し
た
。

ウ
ス
ガ
ナ
シ
ー
メ
ー
ガ

ʔusuganasiim
ee= ga

国
王
様

　
　
　
　

=N
O

M

　
　
　

=N
O

M

は
主
格
助
詞
の
略
号

こ
れ
は
「
ウ
ス
ガ
ナ
シ
ー
メ
ー
」
全
体
が
「
国
王
様
」
そ
の
人
を
固
有

名
詞
的
に
表
す
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
分
析
の
ハ
イ
フ
ン
を
付
与
し
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な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
に
ハ
イ
フ
ン
付
け
・
グ
ロ
ス

付
け
を
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

ʔu-su-ganasii-m
ee= ga

H
O

N
1

―父
―H

O
N

2

―H
O

N
3=N

O
M

　
　
―H

O
N

は
敬
語
接
辞
の
略
号

こ
の
後
者
の
「
敬
語
接
辞
」
が
三
つ
付
い
て
い
る
情
報
も
重
要
で
あ
る

の
だ
が
（
御
―

父
―

愛
し
―

前
）、
ウ
ス
ガ
ナ
シ
ー
メ
ー
（
国
王
様
）
が
一
語

で
あ
る
と
認
定
し
て
し
ま
う
前
者
の
区
切
り
方
で
は
、
そ
う
い
っ
た
情
報

が
捨
象
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
「
複
合
語
」
的
な
語
に
つ
い
て
、
ど

の
程
度
の
深
い
グ
ロ
ス
を
付
与
す
る
か
も
慎
重
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
問

題
と
言
え
よ
う
。

六　
「
ゼ
ロ
形
式
」
へ
の
グ
ロ
ス

Shim
oji

（
二
〇
一
七
）
は）

15
（

、
グ
ロ
ス
付
き
の
民
話
テ
キ
ス
ト
を
含
む
宮

古
語
伊
良
部
島
長
浜
方
言
の
文
法
記
述
書
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
形
式

が
無
い
の
に
も
変
わ
ら
ず
、「
ゼ
ロ
（
∅
）
形
式
」
と
し
て
文
法
機
能
を
示

す
グ
ロ
ス
が
付
与
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

例
え
ば
、
現
在
未
来
・
過
去
な
ど
の
時
制
（
テ
ン
ス
）
の
表
示
を
全
体

の
文
の
中
で
義
務
的
と
考
え
る
。

kuu-rai-n-

∅=tii　
ク
ー
ラ
イ
ン
テ
ィ
ー　

Shim
oji （

二
〇
一
七
：
四
一
三
）

com
e-PO

T-N
EG

-N
PST=Q

T

来
る
―

可
能
―

否
定
―

非
過
去=

引
用　
　

来
ら
れ
な
い
と

「
ク
ー
ラ
イ
ン
テ
ィ
ー
」
は
、-N

EG

（
否
定
辞
）「
ン
」
と=Q

T

（
引

用
接
語
）「
テ
ィ
ー
」
の
間
に
「
ゼ
ロ
形
式
」（
∅
）
が
挟
ま
れ
、
そ
れ
に

文
法
注
釈
（
グ
ロ
ス
）
と
し
て-N

PST

（
非
過
去
）
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
西
岡
（
二
〇
一
六
）
に
お
け
る
グ
ロ
ス
付
き
の
民
話

テ
キ
ス
ト
（
沖
縄
語
首
里
方
言
）
で
は）

16
（

、「
ゼ
ロ
形
式
」
へ
の
グ
ロ
ス
は
付

与
し
て
い
な
い
。
同
じ
く
、
否
定
辞
と
引
用
接
語
（
助
詞
）
が
続
く
例
で

あ
る
が
、
そ
の
間
に
―N

PST

（
非
過
去
）
が
あ
る
と
は
し
て
い
な
い
。

’w
akar-aN

=di　
　

 

ワ
カ
ラ
ン
デ
ィ 

西
岡
（
二
〇
一
六
：
十
一
）

分
か
る

―N
EG

=Q
T

分
か
る
―

否
定=

引
用　
　

分
か
ら
な
い
と

同
種
の
問
題
は
、
名
詞
の
格
表
示
に
つ
い
て
も
起
こ
る
。
沖
縄
語
首
里
方

言
で
は
、
ふ
つ
う
対
格
（
〜
を
）
の
助
詞
（
接
語
）
は
現
れ
な
い
。
ゆ
え
に
、

西
岡
（
二
〇
一
六
：
二
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
グ
ロ
ス
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。

ク
ラ
シ 
ソ
ー
ミ
シ
ェ
ー
タ
ン
デ
ィ
ヌ

kurasi 
soo-m

isee-ta-N
=di=nu

暮
ら
し

 す
る

.PRO
G

-H
O

N
-PST-IN

D
=Q

T=G
EN
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（
暮
ら
し　

す
る
・
継
続
―

尊
敬
―

過
去
―

終
止=

引
用=

属
格
）

※
括
弧
内
は
本
稿
で
の
補
足

暮
ら
し
を
な
さ
っ
て
い
た
と
の

こ
れ
も
「
ゼ
ロ
記
号
」
を
認
め
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
グ
ロ
ス
を
変
え
る

必
要
が
出
て
く
る
。
先
ほ
ど
の
「
非
過
去
」
と
同
じ
く
、
形
式
と
し
て
現

れ
出
て
い
な
い
も
の
を
記
号
と
し
て
抽
出
で
き
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

ク
ラ
シ
∅ 

ソ
ー
ミ
シ
ェ
ー
タ
ン
デ
ィ
ヌ

kurasi=

∅ 
soo-m

isee-ta-N
=di=nu

暮
ら
し

=A
CC 

す
る

. PRO
G

-H
O

N
-PST-IN

D
=Q

T=G
EN

（
暮
ら
し=

対
格 

す
る
・
継
続
―

尊
敬
―

過
去
―

終
止=

引
用=

属
格
）

暮
ら
し
を
な
さ
っ
て
い
た
と
の

こ
の
よ
う
に
、
グ
ロ
ス
を
付
け
る
こ
と
の
難
し
さ
に
つ
い
て
論
じ
て
き

た
が
、
そ
も
そ
も
グ
ロ
ス
を
付
与
す
る
自
体
、
言
わ
ば
「
ラ
ベ
ル
を
貼
る
」

程
度
の
も
の
で
、
細
か
な
分
析
と
は
異
な
る
の
だ
と
い
う
見
解
も
あ
る
。

確
か
に
、
言
語
学
で
は
、
個
別
の
形
式
に
拘
る
と
同
時
に
、
形
態
論
や
構

文
論
、
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
・
モ
ダ
リ
テ
ィ
な
ど
、
文
法
的
な
カ
テ
ゴ

リ
ー
（
枠
組
み
）
で
言
語
現
象
を
精
査
し
て
き
た
経
緯
も
あ
る
。
そ
れ
を

た
っ
た
一
行
の
文
法
注
釈
（
グ
ロ
ス
）
で
示
す
こ
と
は
乱
暴
だ
、
と
い
う

意
見
も
も
っ
と
も
で
あ
る
。
し
か
し
、
テ
キ
ス
ト
へ
の
文
法
注
釈
（
グ
ロ

ス
）
の
付
与
は
、「
原
文
で
テ
キ
ス
ト
を
理
解
す
る
」
出
発
点
と
し
て
、
決

し
て
疎
か
に
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
琉
球
語
テ
キ
ス
ト
を
琉

球
語
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
の
入
口
と
し
て
、
そ
れ
ら
に
琉
球
語
の
文
法

注
釈
（
グ
ロ
ス
）
を
付
与
す
る
こ
と
は
重
要
な
存
在
意
義
が
あ
る
。

七　

ま
と
め
―
文
法
注
釈
（
グ
ロ
ス
）
の
付
与
と
言
語
継
承
へ
の
活
用
―

方
言
原
話
（
琉
球
語
）
の
口
承
文
芸
テ
キ
ス
ト
を
深
く
知
る
た
め
に
は
、

そ
の
対
訳
（
日
本
語
訳
・
口
語
訳
）
に
加
え
て
、
言
語
の
中
の
個
別
の
要

素
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
の
関
係
性
の
中
で

ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
か
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
繰
り
返
し
に
な

る
が
、
文
法
注
釈
（
グ
ロ
ス
）
を
付
け
る
こ
と
は
、
そ
の
要
素
の
大
ま
か

な
意
味
を
伝
え
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
言
語
を
知
る
（
学
ぶ
）
入
口
と
し

て
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
の
語
ら
れ
て
い
る
言
語
を
正
し
く
知
る
た
め
に
は
、
母
語
話

者
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。母
語
話
者
に
内
省
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
正
確
な
文
法
注
釈
（
グ
ロ
ス
）
付
け
が
で
き
る
。
母
語
話
者
が
健
在

で
あ
る
う
ち
に
、で
き
る
だ
け
多
く
の
テ
キ
ス
ト
に
正
し
く
文
法
注
釈
（
グ

ロ
ス
）
を
付
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

た
だ
し
、
あ
る
要
素
に
何
か
の
グ
ロ
ス
を
付
与
す
る
こ
と
は
、
そ
の
段

階
で
、
単
な
る
「
ラ
ベ
ル
付
け
」
に
す
ぎ
な
い
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。「
ラ
ベ
ル
付
け
」
の
み
で
事
足
り
て
し
ま
っ
て
は
、
言
語
の
正
確
な
分

析
へ
と
進
ま
ず
、
実
践
的
活
用
へ
の
道
も
開
け
な
い
。「
ラ
ベ
ル
付
け
」
さ

れ
た
要
素
の
詳
し
い
分
析
が
必
要
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
包
括
的
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な
言
語
継
承
も
可
能
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

注（
1
） 
西
岡
敏
・
仲
原
穣
、
伊
狩
典
子
・
中
島
由
美
﹇
協
力
﹈『
沖
縄
語
の
入

門
（
C
D
付
改
訂
版
）
―
た
の
し
い
ウ
チ
ナ
ー
グ
チ
―
』
二
〇
〇
六　

白
水
社　

一
五
六
頁
・
一
五
八
頁

（
2
） 

日
本
放
送
協
会
﹇
編
﹈『
日
本
民
謡
大
観
（
沖
縄
・
奄
美
）
沖
縄
諸
島

篇
』
一
九
九
一　

日
本
放
送
出
版
協
会　

八
〜
九
頁

（
3
） 

波
照
間
永
吉
・
西
岡
敏
「
付　

朝
薫
五
番
台
本
」、
犬
飼
公
之
『
琉
球

組
踊　

玉
城
朝
薫
の
世
界
』
二
〇
〇
四　

瑞
木
書
房　

所
収

（
4
） 

右
同
書　

二
八
九
頁

（
5
） 「
飛
び
砂
」（
注
1
）、
一
五
六
頁
。「
教ゆ
し
」
の
当
て
字
は
、
宮
城
信
勇

『
石
垣
方
言
辞
典
』
二
〇
〇
三　

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社　

一
一
七
五
頁
の

「
ユ
シ
ー
ン
﹇
―
中
略
―
﹈「
を
し
へ
る
」
の
訛
語
」
を
参
考
に
し
た

（
6
） 

国
立
国
語
研
究
所
﹇
編
﹈『
沖
縄
語
辞
典
』
一
九
六
三　

大
蔵
省
印
刷

局　

二
九
二
頁

（
7
） 

波
照
間
永
吉
「
語
句
の
区
切
り
に
つ
い
て
」『
白
保
の
民
話
1
』（
石
垣

市
史
研
究
資
料
7
）
二
〇
一
八
ａ　

石
垣
市
教
育
委
員
会　

八
二
〜

八
三
頁
。
波
照
間
永
吉
「
語
句
の
区
切
り
に
つ
い
て
」『
白
保
の
民
話

2
』
二
〇
一
八
ｂ　

石
垣
市
教
育
委
員
会　

七
七
〜
七
八
頁
。
波
照
間

永
吉
「
語
句
の
区
切
り
に
つ
い
て
」『
真
栄
里
の
民
話
』
二
〇
一
九　

石
垣
市
教
育
委
員
会　

七
〇
〜
七
一
頁

（
8
） （
注
6
）
四
八
〜
四
九
頁

（
9
） 

沖
縄
古
語
大
辞
典
編
集
委
員
会
﹇
編
﹈『
沖
縄
古
語
大
辞
典
』
一
九
九
五　

角
川
書
店　

七
六
五
頁

（
10
） 

服
部
四
郎
「
附
属
語
と
附
属
形
式
」『
言
語
研
究
』
第
十
五
号　

一
九
五
〇　

一
〜
二
六
頁

（
11
） 

宮
岡
伯
人
『「
語
」
と
は
な
に
か
・
再
考
―
日
本
語
文
法
と
「
文
字
の

陥
お
と
し
穽あな」』「
第
４
章　
「
語
」
と
そ
の
構
成
：
〝
助
動
詞
〞
と
〝
助
詞
〞」

二
〇
一
五　

三
省
堂

（
12
） 

下
地
理
則
『
シ
リ
ー
ズ
記
述
文
法
1　

南
琉
球
宮
古
語
伊
良
部
島
方
言
』

二
〇
一
八　

東
京
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所　

く
ろ
し
お
出
版　

九
頁
。

（
13
） M

ichinori  Shim
oji'A

ppendix:

（1

）Junaitam
a, a m

erm
aid of 

Tooriike; 

（2

）The vernacular plate' "A G
ram

m
ar of Irabu: A 

Southern Ryukyuan Language", 

二
〇
一
七　

K
yushu U

niversity 
Press, p412.   

重
野
裕
美
・
白
田
理
人
「〈
言
語
資
料
〉
ジ
ョ
ウ
ゴ
の
話

―
北
琉
球
奄
美
大
島
浦
方
言
に
よ
る
民
話
―
」『
奄
美
沖
縄
民
間
文
芸
学
』

第
十
五
号　

二
〇
一
七　

四
頁
。
西
岡
敏
「
与
那
武
岳
ぬ
金
兄
小
（
ユ
ナ

ン
ダ
キ
ヌ 

カ
ニ
シ
ゥ
ザ
ガ
マ
）
―
南
琉
球
宮
古
語
野
原
方
言
に
よ
る
昔

話
」『
奄
美
沖
縄
民
間
文
芸
学
』
第
十
五
号　
二
〇
一
七　
十
六
頁

（
14
）
西
岡
敏
「「
ペ
ー
ク
ー
頓
知
話
」
二
話
―
沖
縄
首
里
方
言
に
よ
る
昔
話

―
」『
奄
美
沖
縄
民
間
文
芸
学
』
第
十
四
号　

二
〇
一
六　

二
頁

（
15
）（
注
13
）M

ichinori  Shim
oji　

二
〇
一
七

（
16
）（
注
13
）
西
岡
敏　

二
〇
一
七

 

（
に
し
お
か
・
さ
と
し
／
沖
縄
国
際
大
学
）


